
下多寄線デマンドバス運行に係る
事業内容の見直しについて

平成３１年２月

名寄市地域公共交通活性化協議会
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見直し事項
下多寄線デマンドバスにおける利用者範囲の拡大
（地区外利用者も利用可能としたい）

見直しに至る経緯

下多寄線デマンドバスは、対象エリア外の住民は利用す
ることができない状況となっているが、１０月１日から運行
を開始している「御料線デマンドバス」は対象エリア外の
住民利用が可能となっている
名寄市内のデマンドバス運行において基準が異なるた
め、見直す必要があると協議会で確認している

見直すことにより
得られるメリット

御料線デマンドバスと利用者の基準が統一することに伴
う公平性の確保

見直しによって
懸念される事項

エリア外利用者が多く、エリア内利用者が利用できなくな
るおそれ

見直し事項等について



乗車人員の年度別推移
平成３０年１０月時点
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（単位：人／年）

H25の57.8％まで減少

※平成23年10月から本運行開始
※平成27年10月から乗降場所追加（市民文化センター、風連歯科診療所、みなみまち歯科医院）
※平成30年10月から乗降場所追加（なよろ眼科）
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利用者満足度の推移
平成３０年１０月時点
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（単位：パーセント）

※利用者アンケートは平成26年度から実施
※全回答数のうち、「満足」「やや満足」を集計
※「それ以外」の多くは「普通」を回答し、「やや不満」「不満」の回答は無かった。
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便数ごとの利用人数（全体）
平成３０年１０月時点
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往路１便（0730-0815） 往路２便（0845-0930） 往路３便（1000-1045） 往路４便（1315-1400） 復路５便（1100-1145）

復路６便（1215-1300） 復路７便（1415-1500） 復路８便（1530-1615） 復路９便（1730-1815）

（単位：人／年）
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便数ごとの利用人数（往路のみ）
平成３０年１０月時点

1,780 

1,127 
1,056 

380 
471 444 

371
252 274

110 85 113162 166 153

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H27 H28 H29

往路１便（0730-0815） 往路２便（0845-0930） 往路３便（1000-1045） 往路４便（1315-1400） 復路５便（1100-1145）

（単位：人／年）

※全体的に往路１便が最も利用が多く、それ以外は利用が少ない。
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便数ごとの利用人数（復路のみ）
平成３０年１０月時点
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※復路については満遍なく利用されている。
※復路９便の利用人数が大きく落ち込んでいる。
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エリア外利用者の
想定人数

事務局では今のところ「０人／便」を想定している
⇒年間通しても数人の見通しと思われる

２９年度における
最大利用人数

１便あたりの最大利用人数は９人、最小は１人
⇒ご利用のピークは第１便（往路）に集中
⇒ピーク以降で満員になることは少ない

想定事項及び結論（案）について

想定事項から
導き出される
結論（案）

下多寄線デマンドバスにおける利用者範囲を拡大しても、
これまでどおり地域住民の移動手段を確保することがで
きることから、利用者範囲の拡大は可能と考えられます


